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日次／テーマ展「新収蔵資料展」田鎖鶴立蔚筆「花鳥図」ホ撼／
いわて文化ノート「1枚の絵をひも解く」p．2－3／展覧会案内「新

収蔵資料展－2008～2012新コレクション」p．4－5／事業報告

「第1回考古学セミナー現地見学会J「早池峰山周辺の地質（日曜講
座・第66回地質観察会）」p．6／事業報告「夏休み子とも招待事業
～夏休みlたんけん博物館～」「よりよいものに　進化する博物館

まつり」p．7インフォメーション　P．8

テーマ展新収蔵資料展一2008－2012新コレクションー

2013年12月7日（土）～2014年2月23日（日）
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花鳥図　田鎖鶴立斎（左幅・右幅）

通代官や納戸役を歴任し、藩主南部利敬に仕える武士である一方、画才を認められ絵の制

作を行った田鎖鶴立斎（1773～1829）の作品です。今回の新収蔵資料展では田鎖鶴立斎が描

いた本作を始め、平成20年度～平成24年度までに岩手県立博物館が収集・登録した賃料のうち、

未公開のものを中心に公開します。
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●いわて文化ノート

1枚の絵をひも解く
専門学芸員　川向富貴子

【写宍目盛同市山賀橋の開通式〔2013529掲影〕

盛岡市は北上川が中心部を南北に貫

き、その支流である中津川や雫石川が東

西にのびているため、川で分断された土

地を繁く橋が各地に設けられています。

そのひとつ、中津川に架かる「山賀橋

（盛岡市山岸地区と加賀野地区）」は老朽

化に伴う捲け替え工事のため、数年来通

行止めとなっていました。その後、震災

の影響で若干工期が遅れたようですが、

2013年5月29日に無事開通しました。

当日は開通を祝うセレモニーがあり、

三世代家族や地元の民俗芸能である「山

岸獅子踊り」などが列を成す渡り初めも

賑々しく行われました【写真1】。

三世代家族や長寿の方による渡り初め

は現在も全国的に行われているようです

が、その起源は明らかでありません。橋

の将来を家や生命の永続に仮託し祈願す

る橋供養のかたちと思われますが、いつ

とこで何のために始まったのか、明確な

苦えは見つかっていません。

■盛岡の譲り初め

ちなみに、盛岡蒲の出来事を記壬表した

『南旧秘事記』〔『内史略』／ラ工戸後期所収〕

や『盛岡砂子』〔天保4年（1833）〕、『雑書』

などに、江戸時代の橋の渡り初めに関す

る記述が複数みえます。

たとえば、慶長14年（1609）の「上の橋」

渡り初めは三ツ割村百姓の左京さん91歳

（『盛岡砂子』には111歳）と子孫の計12

名が出たとあります（『南l日秘事記』）。

また、天保7年（1836）の「夕顔瀬橋」

渡り初め供養では茅町の善兵衛さん49

歳と女房45歳、その子とも11人の計13

【資料1】長寿家族の図（F張込帳J所収）とその翻刻
文政5年（1822）銘　岩手県立図書館蔵【04－91

名が出たとあり、「橋渡は十二人往告よ

りいヘリ夫には一人余」と、昔から渡

り初めは12名といわれるが一人多く出

たと加筆されています（『南旧秘事記』）。

夕顔瀬橋は、明層2年（1656）の架設

時も六日町の五右衛門さんと一腹一生の

子とも10人が渡り初めをしたと『雑書』

に記載されます。

これらの記述を見る限り、江戸時代に

盛岡で行われたという渡り初めは三世代

であることよりも、大家族であることに

重きが置かれていたように思えます。

■ある摺り絵との出会い

筆者は、2010年3月に企画展『病を

いやす～くすり・まじない・神だのみ～』

を担当しました。その準備段階で出品資

料を探している折り、ある1枚の摺り絵

が目にとまりました。

それは、岩手県立図書館が蔵するF張

込帳』という画帖に納められた木版摺り

の一枚物で、文政5年（1822）の銘があり、

「奥州森岡一ノ瀬村」の山崎清左衛門さ

ん143歳・妻139歳を筆頭とする山崎家五

夫婦の姿が描かれていました【資料1】。

その後、国立公文書館内閣文庫蔵書F雑

事記』巻35〔天保8年（1837）〕に、同

家族と思われる記述を見つけました。そ

れには、麻布の湯屋に清左衛門さんの息
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【資料2】r雑事記j該当部分の翻刻 【資料3】日本橋親告源初五夫婦の図（扇面）

考が雪磐雪
～

la旦招7
【資料4】日本橋組醤油初五夫婦の口上　文政5年（1822）銘

子で108歳の満載さんが旅宿していたと

きの話と記載され、文政2年銘であるた

めか、文政5年銘の資料1と異なり家

族の年齢が全員4歳若く明示されてい

ました【資料2】。

筆者は、この2つの資料を見た段階

で、単純に社寺で頒布した縁起物の摺り

絵か瓦版と考え、展覧会の‘■長寿と養生”

にまつわる場面で出品紹介しました。

ところが、2012年5月に東京都江戸

東京博物館で開催された開館20周年記

念特別展『日本橋～描かれたランドマー

クの400年～』を見て、自身の調査が不

十分であったことを思い知りました【資

料3・4】。

●日本橋の譲り初め

交通の要所であり経済の中心地であっ

た日本橋。そのような場所で行われるセ

レモニーの主役は、どれほど名筆なこと

だったでしょう。

『甲子夜話』〔江戸後期）という随筆に

は、文政5年夏の日本橋掛け替えでご長

寿の老人が何人渡り初めをするか世の評

判になっていたと記録されています。

東京都江戸東京博物館が蔵する資料

4には、その文政5年に盛岡－ノ戸村

の山崎清左衛門さん一家が御公儀様（幕

府か）から召し出され渡り初めを仰せつ

けられた長命の五夫婦であると書かれて

いました。

■山崎清左衝門さんのその後

ところで、山崎清左衛門さんは『宝層

現来集』〔江戸後期〕という随筆集にも「南

部盛岡領分鳴岡村の百姓Jの素性で登場

東京都江戸東京博物館蔵

東京都江戸東京博物館蔵

します。これによれば、清左衛門さんの

実年齢は80余歳であったそうですが、山

師（この場合は詐欺師の意か）に日本橋

付近へ連れ出され、自身の年齢を詐称さ

れているとも知らずにいたようです。

その後、山師とともに捕らわれの身と

なった清左衛門さんは、入牢して間もな

くお亡くなりになったとのこと。縁起物

の摺り絵とばが」思っていた長寿家族の

図【資料日、その裏には悲哀に満ちた

ストーリーが存在していました。

※本稿に掲出した『内史略』、『盛岡砂子』、

『雑書』、『甲子夜話』、『宝層現釆集』は翻

刻本に拠りました。また、乗京都5工戸東

京博物館調査報告書第16集平成13年度

シンポジウム報告日本橋』（2〔氾3）を参

照しました。
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■テーマ展

新収蔵資料展－2008－2012新コレクションー

会期：12月7日（土）－平成26年2月23日（日）　会場：特別展示室

員重な資料を収集し、後世に伝えるこ

とは、博物館の重要な活動の一つです。

一度失われたら二度と戻らない資料を

収集し、保管することで、今の世に公開

するとともに、未来へと引き継ぐことが

できます。

岩手県立博物館では平成20年度～平

成24年度に68．501点の資料を新たに収

集、登辞しました。岩手県立博物館の現

在の収蔵資料総数はおよそ25万点。多く

は博物館資料の充実のために寄肥してい

ただいたものです。

今回の新収蔵資料展では、新登録の資

料の中から、未公開資料を厳選して展示

します。

■地質部門

アンモノイド化石

（葛巻田尻石　後期石炭寅己　写票左右約15cm）

左上　シュートパラレヨセラス（lPMM63059）、

右上　ネオクラフイリテス（lPMM63063）、

左下　クラフイリテス（lPMM63057）、

右下　シュートフロノリテス（lPMM63064）

◆北部北上山地の古生代アンモノイド化石

北部北上山地（北部北上帯）の大部分

はジュラ紀の付加体でできています。付

加体とは、海洋プレートの沈み込みで深

海と陸源の堆積物が陸側に付加された複

雑な地質体です。北部北上帯の西半部は

葛巻一釜石亜帯として区分されていま

すが、その北西端付近の葛巻町尻高で後

期石炭紀のアンモノイド化石が発見さ

れ、2010年に学界に報告されました。こ

4

れらのアンモノイドの仲間はすべて山口

県の秋吉石灰岩から知られています。尻

高のアンモノイド化石を含む石灰岩には

海洋島起源の玄武岩がともなっているた

め、これらは遠洋性の海山一生物礁複合

体であったと考えられます。このことか

ら、葛巻一釜石亜帯の付加体をつくった

海洋プレートは後期石炭紀には誕生して

いたことがわかりました。

■考古部門

打製石器　奥州市′工刺区伊手

上写真は奥州市江刺区伊手で採集され

た手丁製石器です。形態などの特徴から、

縄文時代の打製石器と考えられます。

写喜右の石器をご覧ください。上方の

括れた部分は融‡丁によって厚みのある円

筒形に整えられた基部、下方の広がって

いる部分は打ち欠きによって側緑が鋭く

調整された刃郡といいます。基部を棒に固

定し、尖った刃部で地面を掘りおこす土掘

崇として使われた可能性が考えられます。

■生物部門

◆1万点を越える昆虫資料

新しく収蔵された標本は、チョウ頬だ

けでも‖9種約1万点を越えています。

この中には、今まで当館に収蔵されてい

なかった、北海道より南下している外来

害虫のオオモンシロチョウや北上してい

るチヤバネセセリも含まれています。

新たに収蔵された昆虫標本のうち、主

なコレクションを以下に紹介します。

工藤コレクションは、1980年から2000

年頃の岩手県中央内陸西部における里山

周辺の一般的チョウ相の概要を示すもの

です。さらに、現存する岩手県南産唯一

の標本として一関市花泉町金沢で1970

年に得られたヤマキチョウがあります。

ヤマキチョウ
C川叩けnY〝Jf上l〟mJ〝J丑YJm‘J

また、小田蕃良コレクションは、1990

年代の花泉町（現一関市花泉町）に限定

して採集した岩手県南平坦郡における

チョウ相の現状をよく反映した標本群と

いえます。その中には、後鯉の赤紋が異

常に発達した極めて珍しいオナカアゲハ

も含まれます。

千葉武勝コレクションは、1993年か

ら2010年に採集された岩手県内産チョ

ウ類他の昆虫標本のすべてに同定ラベル

と詳しい位置情報を伴った採集ラベルが

付されています。

これらのコレクションの大部分は苦通

種ですが、岩手県内の詳細な分布図の作

成や将来の環境変化等による顕著な変化

が生じた場合の比較対照データとして必

要不可欠です。

その他の資料として、岩手県内で撮影

された生態写真や古典的な昆虫書籍、当館

に寄贈され東日本大震災の被害を免れた

三陸沿岸の海浜性昆虫標本も展示します。

◆押し葉標本による昌重な記録

岩手県立博物館では、県内に生育する

植物の標本を積極的に収集しています。
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これらは、現在の岩手県にどのような植

物が生育しているか、また過去にはどの

ような植物が生育していたかという、基

礎的かつ重要な情報の直接の証拠になり

ます。これらの情報は植物の分布図を描

いたり、外来種の防除や絶滅危惧種の保

全に関する計画を作る時などに役立ちま

す。もちろん植物分類学・生態学の研究

材料としても重要です。

シハイスミレ

蓋石市　武田眞一氏　採集　寄贈

本展では、平成20年度以降に収集した

押し葉標本の中から、岩手県で新たに見

つかった種や、新たな研究のもととなっ

た標本などを中心に展示します。例えば

釜石市産シハイスミレ（武田眞一氏採集・

寄贈）は、岩手県で約50年ぶりにシハイ

スミレが再発見された証拠となる、大変

重要な標本です。美しい生態写真ととも

にお楽しみ下さい。

■民俗部門

◆花巻・佐藤家の生活関連資料

花巻市の佐藤家は旧奥州街道沿いで荒

物屋を営んでいました。寄贈資料の多く

は商用ではなく、日々の生活のなかで使

われたものです。江戸時代から戦前・戦

後にわたる使用歴のある資料のほか、戦

時期といった時代を感じさせる資料もあ

ります。

民俗資料の分類のしかたによって大き

く分類すると、「衣食住」の衣と食にあた

る資料が群を抜いて多く、①江戸時代か

ら昭和にかけての着物（これには仕立て

直しが見られ、代々着用されたことがわ

かります。）②椀t膳などの漆器（保存

状態が良くないのですが、古くは江戸時

代の年号が墨書された漆器があります。）

③陶磁器（皿、茶碗、猪口。何かの記念

に猪口を配る風習があり、世相が反映さ

れています。）と大別されます。

ある一家のまとまった生活関連資料

で、生活の変遷や時代が色濃く反映され

た民俗資料です。

◆千葉家の郷土玩具コレクション

お父様が40年間に収集した全国の馬

の郷土玩具などが寄贈されました。午年

生まれだったコレクターは馬に興味を持

ち、旅行に出るたびに馬に関する特産品

を買い求めたそうです。分類すると、わ

ら馬・絵馬・土製馬・木製馬となります

が、そのほかにこけしもあります。なお、

なかには名称のわからないものもありま

す。ご存知のかたはお知らせいただけれ

ば幸いです。

◆佐藤松之助資料

明治から昭和初期に奥州市江刺区で大

工棟梁として活躍した佐藤松之助の賃料

です。佐藤松之助は文久3年（1863）

に生まれ、16歳で大工棟梁の弟子とな

り、修業ののち大工棟梁となりました。

さらに花巻の2代目高橋勘治郎の弟子

となり、黒石寺薬師堂建立在と多くの社

寺や住宅を手がけました。設計図書のほ

か、雛形・建築儀礼・普請帳などが残さ

れています。なかでも弟子入り証文は貴

重で、当時の習俗を知ることができます。

■歴史部門

◆「花鳥図」田親臨立斎

江戸時代後期には、盛岡（南部）藩で

は画才のある藩士に一定期間絵の製作を

命じるようになりました。藩主南部利敬

の側近をつとめた田鎖鶴立斎もその例で、

花鳥画や山水画を描いた作品が残されて

います。田錆鶴立斎は、盛岡藩士田鎖治

五衛門光康の三男として生まれ、通代官

や納戸役を歴任しました。幼時より画を

好み、谷文晃（1763～1840）に学んだと

いわれています。文化13年（1816）には

弟で画家の本堂蘭室とともに江戸で画会

を聞きました。寄贈資料の中から、「花鳥

図」（本号表紙に記載）を展示します。

◆菊池寮の近現代資料

明治時代に盛岡市・花巻市に居住して

いた菊池寮に関連の近現代資料です。

日露戦争（1904－1905）に従軍し、

中国で戦死した人物の資料が主で、家族

と所属していた部隊との間のやり取りを

中心とする書類や手紙等が多数ありま

す。中には乃木希典からのハカキも見ら

れます。これらは日露戦争朋の連族補償

システムを明らかにする上で責重な責料

と言えます。

展示解説会
・12月15日（日）

・2月11日（火）建国記念の日

各回とも14　30～15　30

（当日受付　入館料が必要です）

学芸員が展示の見ところをご案内
いたします。
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■事業報告

平成25年度考古学セミナー現地見学会
平成25年9月21日

現地見学会の主な見学場所は、金ヶ崎

町所在の国指定史跡の鳥海冊遺跡です。

鳥海網遺跡は11世紀陸奥国奥六郡の豪

族的武士団安倍氏の本拠地と位置付けら

れる遺跡です。前九年合戦の顛末を記し

た「陸奥話記」に登場する安倍氏方の施

設「鳥海㈹」に相当することが発掘調査

により確定されています。

一般参加者31名とスタッフ6名はパ

スで東北縦貫自動車道を南下し、金ヶ崎

町に入りました。現地探訪に先立って

金ヶ崎町中央生涯教育センターに立ち寄

り、金ヶ崎町文化係長の浅利英克氏に鳥

海椚遺跡の概要と出土遺物について実物

を示しながらのご説明をいただきまし

た。浅利氏は鳥海冊遺跡の発掘主任で、

史跡指定へ向けての中心的な役割を担っ

た人物です。そして、浅利氏にも同行を

いただいて鳥海柵遺跡現地を訪れまし

た。遺跡の範囲は広大で、踏査可能な範

囲は「鳥海地区」に限定されてしまいま

したが、浅利氏の現地調査に茎ついた具

体的な説明を受け、また望見できる「原

涛下地区」や「二ノ宮後地区」について

も、全体の中での位置付けや場の特性を

説明いただき、鳥海桐遺跡の全体構造を

理解することができました。また、遠望

できる鎮守府（胆沢城）を視認すること

で位置関係を確認し、緊密でありながら

も距離感を保っているという、安倍氏と

公権力の関係をも体感することができま

した。

鳥海冊探訪後は、仙台藩の金ヶ崎要害

に附属する武家屋敷地区「城内・諏訪小

路重要伝統的建造物群保存地区」を訪れ

ました。そしてその後、中世胆沢郡の中

核的な城館である「大林城」を訪れ、残

存する土塁や堀を踏査し、中世城館のリ

アルな姿を体感しました。

歩く時間が多く、強行日程と感じた参

加者の方もいらっしゃったようですが、

考古学は遺跡現地の踏査が必須の学門で

あり、現地踏査で学び、発見できる事象

は多いと考えます。

（主任専門学芸員　羽柴　直人）

●事業報告

「早池峰山周辺の地質」県博日曜講座と地質観察会の連続事業
平成25年9月22日（県博日曜講座）平成25年9月23日（第66回地質観察会）

このほど、産業壬支術総合研究所（茨城

県つくば市）から5万分の1地質図幅

「早池峰山」が刊行されました。これを

記念して、当館と産業技術総合研究所地

質標本館との共同企画として、「早池峰山

周辺の地質」に関する「県博日曜講座」

と「第66回地質観察会」の連続事業が開

催されました。講師は、ともに長年早池

峰山図幅の地質調査に携わってきた川村

寿郎氏（宮城教育大学教授）と内野隆之

氏（産業技術総合研究所企画主幹）です。

北上山地は、盛岡～早池峰山～釜石に

わたって従来「早池峰構造帯」とよばれ

てきた地帯を境に北部北上帯と南部北上

帯に分けられます。最近の研究では、盛

岡から早池峰山にわたる地域は古生代石

炭紀（3億年ほと前）の付加体（海洋7
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川村先生の講演

レートの沈み込みで深海と陸源の堆積物

が陸側に付加された複雑な地質体）であ

ることがわかって「根田茂帯」とよばれ

るようになり、早池峰山などに分布する

遺言耕質岩在とは南部北上帯に含められ

るようになりました。

観察会の参加者（35名）の多くは前日

の日曜講座（65名）から参加し、日本で

内野先生の説明を聴く（盛岡市簗川）

は他に頬をみない複雑で特異な地質を観

察し、事前レクチャーも含む講師のわか

りやすい説閑で、古生代の地球の営みに

ついて思いを馳せていました。ただ「早

池峰」の名にひかれて参加した人たちも、

充分に満足できる講演会と観察会だった

ようです。

（学芸部長　大石　雅之）
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■事業報告

平成25年度夏休み子とも招待事業～夏休み！たんけん博物館～
平成25年7月26日（金）・27日（土）・8月2日（孟）・3日（土）・9日（金）・10日（土）

当館では夏休み期間中に無料の送迎パ

スを運行し、遠方の市町村に住む小学生

とその家族を博物館に招待する事業を

行っております。三回日を数えた今年は、

北は洋野町から南は陸前高田市に至る、

本県沿岸部に所在する学校を対象とし、

過去最多となる484名の方々に応募をい

ただくことができました。

事業実施日はいずれも企画展「いわて

の光る生きものたち～大震災からの復興

の光～」の開催期間に当たり、子ともた

ちは照明を落とした展示室の中で、蛍を

はじめとする生きものたちが莞する光に

見入っていました。

企画展・常設展示の見学に続いて、企

画展に関連する体験教室「光るバッジづ

くり」にチャレンジしました。畜光粘土

紆’：禦可
毎回大きな歓声が上がりました。

また昼食会場としてご用意したのは敷

地内に所在する江戸時代の民家。真夏で

も静かで涼やかな空気が漂う曲り屋の中

で家族や友人と食へたお弁当もまた、博

物館でしか味わえない夏休みの思い出の

－コマとなったことでしょう。

光るいきものの不思議にふれたり、工

作に熱中したりしている時の子ともたち

の目は当やバッジに負けないほど輝いて

いました。参加してくれた小学生の皆さ

んの心の中で、学′ミことの楽しさ、よろ

こびの光が、この夏の思い出とともに末

永く灯り続けることを願ってやみませ

ん。

（学芸調査員　目時　和裁）

よりよいものに　進化する博物館まつり
第5回　博物館まつりを終えて

今回は、前年度までの反省を踏まえ、

満足度向上のために様々な改善を試みま

した。

全体受付で園児■児童には参加証を記

名して貼付してもらいました。開始時刻

がある4コーナーを6回で同時間帯にし、

開始時刻祁分前に整理券を配布し、待機

してもらって会場まで誘導したことから、

進捗がスムーズでした。勾玉作りは合成

琉柏から樹脂粘土に変更して色付けが自

由になり、化石のレプリカ作りも型取り

された石膏型に色塗りするものから、お

湯で柔らかくして型に入れるおゆまるく

ん利用に替え、土偶作りは完成まで時間

を要するので、土版作りにして乳児の手

形や足形も、とうくろう粘土でつくって

記念に出来るようにしました。

火燭しは、毎年チャレンジする児童が

いるほと熟を帯びます。児童は自分で、

園児は保護者の付き添いで体験すること

が定着してきました。開始時刻不定の石

臼挽き、苗遊び、変身l、チャレンジは

く′Siつかん！に加えて他のイベントで好

評を博した缶バッジづくりが追加になり

ました。アニメシアターは宮澤賢治没後

80年を記念して彼の作品4本を上映し、

コンサートは、子供に人気の高いアンダ

ーパス（underpathl）が3年′Sリの登

場し、職員の入った着ぐるみわんこ兄弟

と共演しました。陸前高田市立気仙中学

校のけんか七夕太鼓の演奏が小雨のなか

行われ、大きな拍手に包まれました。喫

菜ひたまりはお弁当販売を軸に変更され

ました。ケ一夕リンクカーなどの販売は

7社に増しました。テーマ展『Jl‖コ月嶺

のまなざし』への集客につながりました。

盛岡駅からのシャトルバスは今年度から

廃止にしました。天候と近隣市町村の産

業まつりなどと重福しないように開催日

の選定が難しいものの、まつり自体が認

知され、定着化しつつあります。例年並

の来館者の笑顔に支えられ、終了しまし

た。改めて関係の皆様のご協力に感謝し

ます。

（主任専門学芸員　佐々木勝宏）
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展覧会

■テーマ展
「析収蔵資料展－2∝但～2012斬コレクションー」
12月7日（土）－2月23日（日）

特別よ示圭
平成20年度から24年度に当館で収集
し、新たに豊辞された隠田1点の資料
の中から、未公開資料を中心に展示し
ます。
よ示解説会
12日15日（巳）

2日11日（火・祝）

1430～1530

特別展示室　要入館料　　　　　　　　　　　郷土玩只（民俗）

■テーマ展r比爪－もう一つの平泉－」
平成26年3月15日（土）～5月11日（日）

特別展示室
奥州藤原氏の第二の拠点「比爪」（岩
手県紫波町）。比爪は平泉に匹猷す
る都市か。考古学資料を中心に、そ
の実像を紹介します。
展示解説会
3月16日（日）1430～1530

特別展示室　要入館料
間違事業 紫波町小路口遺跡出土遺物
考古学セミナー講演会　日曜講座の　（岩手県教育委員会載）
欄をこらんください。

■冬期文化講演会

2月6日（木）13：刃～15：00　講皇　当日受付　闊隕無料

「昆虫標本の意義と保管上の留意点」
講師　干葉武勝氏（元岩手県農業試験場研究員）

∪考古学セミナー講演会・働
3月21日（金・祝日）13：00～15：30　購豊　当日受付　聯ホ無料

「御館　大名・国人一中世成立期の東日本における兵たち－」
講師：高橋一樹氏（武蔵大学教授）

※テーマ展開連字某

県博日曜講座

第2・第4日曜日13：30－15：00当日受付聴講無料　講堂・教室
当館学芸員等が岩手の文化や歴史、自然について解説します。

※テーマ展開連

12日8日「縄文時代の「孔」について」
八木勝枝（学芸員）

12月22日「はじめての南部絵層～南部絵層を読み解く・入門編～」

瀬川　修（学芸且）
1月12日「重要文化財「白磁四耳登」の修復」

川又　晋（学芸且）
1月26日「北三陸・大地のおいたち資源の魅力」

大石雅之（学芸部長）
2月9日　第6回「みんなでつくる植物誌」講演会

「岩手県植物誌改訂に向けて」
鈴木まほろ（学芸員）ほか

＊この回は1600終了です。

2月23日「平安時代の火山噴火と遺跡」

丸山浩治（学芸員）
3月9日「エクスカーション「盛岡」～3コースで盛岡を探る～」

中山　敏（館長）
3月23日「俺の平泉～比爪を斬る～」

八重樫忠郎氏（平泉町役場）
Xテーマ展関連講座

翳冬休みたいけん教室

1月10日（金）・11日（土）10：00～12：（カ、13：00～16：（氾

対象　幼児（保打者同伴）～小学生。参加無料
定員　各プロクラム1日70名

当日受付（午前・午後の終了30分前まで）
ほが玉アクセサリー」「化石のレプリカつくり」「ちきり絵のペン立
て」のなかから、ひとつえらんで工作ができます。所要時間30分。

■週末の催し

◆ミュージアムシアター
毎月第1土中日13：二氾～15：10　蹟豊　当日受付　視蓼無料
童話や苔話、感動の物語を上映します。小中学生～一般対象
12月7日　暮雲のおばけ特集

日本のおばけ話シリーズ、ミッキーマウスのおばけ退
治、ムーミン　消えないおばけ

2月1日　おに特集

新ないた赤おに、おにたのほうし、鬼の子とゆきうさぎ、
鬼がら

3月1日　人形特■

おじいさんと不思議なおくりもの、おじいさんとてぷく
ろのお家、わらしへ長者、魔法の指輪、おこんしようるり

◆チャレンジ1はくぶつかん
毎月第2・第3土札、日■、祝日　小学生向け　随時受付
チャレンジlマークをさがしてはくぶつかんをたんけん1
12月14日・15日・21日・22日・23日　　テーマ　水

1月11日12日・13日・18日・19日　　テーマ　人

2日8日・9日・15日・16日　　　　　テーマ　鉄

3日8日・9日・15日16日　　　　　テーマ　金

◆たいけん教室～みんなでためそう～（予約制）
巧週日■日13：（旧集合－14：30　幼児・小学生20名程度　参加無料
さまざまな遊びやものつくり、実験を体験してみましょう。
※要事前申込み。参加を希望する日の1週間前の日曜日から前日の
930－1630まで（休館日を除く）電話または博物館で先着順に受
け付けます。1度に3名まで予約可能です。詳細はお問い合わせく
ださい。

12日 �� 

1月 �� 

2月 ��16日　土器づくり 

3月 �� 30日　ガラスの万筆談 

平日・土曜13：30～14：30　日疇1030－1130

解説員が常設展示室をご案内します。そのほかにも馴寺、解説員が
ご質問や解説のご希望におこたえしています。

「＿」利用のご案内

■開館時間　9．30～1630（入館は16（氾まで）

■休館日　月曜日（月曜が休日の場合は開館、翌平日休館。＝12月
24日、1月14日）

資料整理日（9月1日～10日）

年末年始（12月29日～1月3日）

■入館料　一般3（旧日40）円　学生140（70）円・高校生以下無料

（）内は20名以上の団体割引料金
※学校教胃′孟動で入館する児童生徒の引率者は、申喜副こより入館料

免除となります。
※原告手帳、身体障害者手帳、精神障害者保健福祉手帳をお持ちの

方、及びその付き添いの方は無料です。

第139号 ��


